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　２００５年度のボンド磁石の総生産は重量で１２，９１０トン（前年比９５％）、金額で２１１億円（前年比９８％）で

した。 ボンド磁石分類の中ではフレキシブルボンド磁石は重量が減少で金額が増加、リジッドボンド磁石は重量・

金額が減少、希土類ボンド磁石は重量が増加で金額は減少となっております。

　国内での技術開発が活発に進行しており今後は生産数量の増加に期待しております。

１　　フレキシブルボンド磁石
　生産実績重量は４，５８０トン（前年比９１％）で金額は３３億円（前年比１１３％）でした。

　フレキシブルボンド磁石は２００４年度に引き続き減少傾向にありますが特に回転分野では海外のローカルメー

カー製品採用にともない生産量に大きな影響を齎しております。

　OA分野ではプリンター複合のマグロールの需要と新機種の試作要求等により増加しました。家電・冷蔵庫は半製

品での輸入により金額が増加しました。吸着・雑貨分野では産業廃棄物運搬車両・防犯用ステッカーマグネット採用

により増加しました。

２　　リジッドボンド磁石

生産実績重量は７，８００トン（前年比９８％）で金額は１１０億円（前年比９６％）でした。

リジッドボンド磁石は２００４年度に引き続き微減ではありますが特に映像・音響では海外メーカーの伸長と

液晶・PDPの増加の影響により CRTの生産が激減しました。

回転分野では DCモータの小型化により重量は減少しましたが金額は低価格化が一段落して数量の増加に

より金額が増加しました。OA分野ではマグロールの小径化により重量は横ばいながら低価格傾向にあり

金額は減少しました。自動車分野ではセンサー・メーター・車載モータ類の需要が好調により重量・金額が

増加しました。

ボンド磁石の生産・需要動向
2004 年、2005 年対比

企画委員長　伊藤　登
（株式会社　マグエックス）
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３　　希土類ボンド磁石
生産実績重量は 530トン（前年比８８％）で金額は 68億円（前年比９４％）でした。

希土類ボンド磁石は 2004年に引き続き減少傾向ではありますが特に回転分野での海外移転による影響が

大であり激減しました。OA・家電・自動車分野では重量・金額ともに増加しました。
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2005 年度ボンド磁石需要動向
企画委員長　伊藤　登

（株式会社　マグエックス）

2005年度のボンド磁石の国内生産実績は１２，９１０トン（前年比９５％）で金額は２１１億円（前年比９８％）と

推定しました。  

フレキシブル・フェライトボンド磁石は重量は減少で金額は増加、リジッド・フェライトボンド磁石は重量・金額と

もに微減、希土類ボンド磁石は重量・金額ともに減少しました。

フレキシブル・フェライトボンド磁石  

生産実績重量は４，５８０トン（前年比９１％）で金額は３３億円（前年比１１３％）です。

吸着・健康・雑貨（５８．３％）・回転（１５．７％）・家電（１１．８％）で全体市場の８５．８％をしめています。 

 

リジッド・フェライトボンド磁石  

生産実績重量は７，８００トン（前年比９８％）で金額は１１０億円（前年比９６％）です。  

OA（８９．７％）・回転（４．６％）で全体市場の９４．３％をしめています。  
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希土類ボンド磁石  

生産実績重量は５３０トン（（前年比８８％）で金額は６８億円（前年比９４％）です。  

回転（７０．４％）・OA（２３．８％）で全体市場の８６．１％をしめています。  
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　企画委員会では本協会の事業のひとつであります国

内および海外市場に於ける生産・需要動向に付いて国

内の生産・需要動向に付いては会員投票会社からの出

荷統計の数値を基に海外の生産・需要動向に付いては

2005年 12月 1日の世界ボンド磁石討論会での数値を

ベースに企画委員会にて重量および金額を算出し業界

推定値を作成しております。

　協会ではフレキシブル・フェライトボンド磁石、リ

ジッド・フェライトボンド磁石、希土類ボンド磁石の

分野に分類し用途別に数値を作成しております。 

　用途別では映像・音響、回転、OA、家電、自動車、

吸着・健康・雑貨、その他に分類しております。

　２００５年度のボンド磁石の国内の生産実績重量は

１２，９１０トン（前年比９５％）で金額は２１１億

円（前年比９８％）です。２００６年の国内推定値は

重量１２，７６０トン（９９％）で金額は２１１億円

（１００％）と推定しておりますが映像・音響、家電、

吸着・健康・雑貨は減少で OA、回転・自動車分野で

の増加が期待されます。

　2005年度の海外での生産金額は３１７億円（前年

比１０４％）で 2006年も日本企業の海外移転による

生産は今後も増加傾向にあります。  

フレキシブル・ボンド磁石  

　2006年の生産重量は４，４００トン（９６％）で金

額は３１億円（９４％）と推定しておりますが回転・

家電分野は海外製品との価格差により今後も減少して

行くと思われます。  

　特に回転分野では海外ローカルメーカーとの価格競

争により数量が減少して行くと思われます。

　OA分野ではリジッド・フェライトボンドへの移行

が一段落と新規製品開発が進行して行くと思われ今後

も微増ではあるが増加が期待されます。  

　吸着・健康・雑貨分野はスポット製品が大半を占

める為に特注がないかぎり減少傾向に行くと思われま

す。特に海外メーカー製品の増加による影響が出てき

ていると思われます。

リジッド・フェライトボンド磁石  

　2006年の生産重量は７，８００トン（１００％）で

金額は１１０億円（100％）と推定しております。映像・

音響の減少傾向を除くと全ての分野での増加が期待さ

れます。特に回転分野ではモータ数量の増加、自動車

分野でのセンサー・メータ・車載モータ類への需要に

より生産の増加が期待されます。  

　海外市場でも製品の低価格が一段落しモータの数量

増加に伴ない生産の増加が期待されます。　 

希土類ボンド磁石  

　2006年の生産重量は５６０トン（１０６％）で金

額は７０億円（１０３％）と推定しております。 

　映像・音響、家電・吸着・健康・雑貨分野に於いて

は横ばいで回転・OA・自動車分野での増加が期待さ

れます。  

　特に自動車分野ではセンサー・メータへの需要に伴

ない今後も国内および海外での生産の増加が期待され

ます。
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内外BM市場動向
企画委員長  伊藤　　登
（株式会社　マグエックス）


